宮城県精神障害者バレーボール大会
平成２０年全国障害者スポーツ大会・大分大会より精神障害者バレーボール大会も正式種目として参加ができることとなりました。６月、県内（仙台市を除く）においても県予選を兼ねた大会が３地区計２４チームの参加により実施されました。
この大会は同じ精神障害を持つ者同士の交流や社会参加を目的として、みやぎ精神障害者スポーツ推進協議会が主催しています。宮城県精神障害者地域生活支援センター「響」では、上記目的に加え地域への啓発も視野に入れ、昨年度から県大会の事務局として協力しています。
　県北地区においては初めて参加するチームも含め６チームが出場し、９月に開催される宮城県大会の切符を賭けて戦いました。どのチームも選手と応援団が一体となって取り組み、我が「響チーム」も応援団の大声援を受け、メンバーの会長・副会長を中心に優勝を目指し大奮闘。その末決勝戦で岡本病院デイケアの「オリーブチーム」を破り見事念願の優勝を果たしました。
　県北地区からは「響」チーム、「オリーブ」チーム。県南地区からは１０チームが参加した中から「緑ヶ丘リーブス」チーム、「のぎく」チーム、「白石カッターズ」チームの３チーム。石巻地区からは８チーム参加した中から「ヒデ＆キックンオールスターズＡ」チーム、「赤坂病院東松島Ｂ」チーム、「スマイルイバラーズＢ」チームの３チーム。計８チームが見事県大会への切符を手にしました。
　そして県大会で優勝したチームは北海道・東北ブロック大会、さらに優勝すれば来年度の全国大会（秋田県開催）への出場権を手にすることができます。

みやぎ精神障害者スポーツ推進協議会事務局より

スポーツを通してお互いが励まし協力し合いながら仲間づくりをし、精神障害者の社会参加をより促進して参りたいと考えております。今後ともよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやぎ精神障害者スポーツ推進協議会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県精神障害者地域生活支援センター「響」
